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あ
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津
波
だ
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釣
り
人
が
流
さ
れ
る
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14時30分  県環境保健部次長現場

字了 (異常なし)

8時 30分  家屋被害調査開始
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学
校
全
体
が
底
か
ら
え
ぐ
ら
れ

る
こ
と
さ
え
で
き
ず
そ
の
場
に
座

ま
さ
か
、
お
父
さ
ん
が
津
波
に

て
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
地
震
が
…
。

津
波
が
憎
い
′
や
さ
し
か
っ
た
お

中 村 清 司

仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
朝
か
ら
釣

っ
て
釣
れ
な
か
っ
た
。
い
つ
も
と

何
と
な
く
違
う
…
…
。

人
が
突
堤
で
ボ
ラ
を
数
匹
釣
り
あ

私
も
突
堤
近
く
に
い
こ
う
と
準

備
を
し
て
い
た
時
、
地
面
が
大
き

く
ら
れ
る
よ
う
に
潮
が
引
い
た
。

キ
バ
を
む
い
た
濁
流
が
押
し
寄
せ

釣
り
竿
も
パ
イ
ク
も
そ
の
ま
ま

に
し
て
夢
中
で
走

っ
た
が
、
津
波

の
速
さ
に
足
を
す
く
わ
れ
濁
流
の

気

が

つ

い
て

み

た

ら

、

流

木

に

し

が

み

つ
き

、

十

二

湖

大

橋

が

は

た
車
の
中
で
ふ
と
外
部
に
視
線
を

や
る
と
、
用
水
路
の
水
が
左
右
に

溢
れ
飛
び
、
大
き
く
揺
れ
動
く
電

線
で

「地
震
だ
″
」
と
気
づ
い
た
。

安
を
い
だ
き
な
が
ら
、
五
所
川
原

地
震
の
恐
ろ
し
さ
に
た
だ
傍
観
す

和 嬌 徳 子

語 りつ ぎたい

悪夢の 日を

県
内
に
大
き
な
ツ
メ
跡
を
残
し
た
日
本
海
中
部
地
震
。
突
然
襲

っ
た
津

波
は
白
い
キ
バ
を
む
き
出
し
て
、
十
三
湖
で
の
釣
り
人
六
人
を

一
瞬
の
う

現
存
者
に
は
、
ま
っ
た
く
の

″未
経
験
″。
予
想
を
超
え
た
津
波
の
速
さ

と
警
戒
心
不
足
が

一
層
被
害
を
大
き
く
し
た
と
も
思
わ
れ
る
。

地
震

・
津
波
に
よ
っ
て
も
た
ら
し
た
あ
ま
り
に
も
悲
し
い
教
訓
を
私
た

ち
は
後
世
に
語
り
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

若 山 恭 次
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このたび、村助役ならびに収

入役に選任 された工藤・成田両

氏に就任の抱負を聞いてみまし

新
助
役
に
工
藤
誠

一
郎
氏

収
入
役
に
は
成
田
義
衛
氏

去
る
五
月
二
十
八
日
、
村
臨
時
　
　
　
助
役
に
選
任
さ
れ
た
工
藤
氏
は

議
会
が
開
か
れ
、
村
助
役
に
工
藤
　
　
昭
和
三
十
八
年
か
ら
四
十
六
年
ま

誠

一
郎
氏

（五
三
）、
収
入
役
に
成
　
　
で
同
村
産
業
経
済
課
長
を
務
め
た

田
義
衛
氏

（五
九
）
を
選
任
す
る
　
　
あ
と
、
村
議
会
議
員
と
し
て
四
期

人
事
案
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
目
。
そ
の
間
、
村
監
査
委
員
、
土

五
月
二
十
日
収
入
役
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
が
、
浅
学
の
身

で
光
栄
に
存
じ
て
い
る
と
同
時

に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感

こ
れ
ま
で
の
職
員
生
活
、
議

会
お
よ
び
監
査
委
員
等
で
学
ん

だ
い
さ
さ
か
な
経
験
を
生
か
し

て
、
村
長
の
補
助
的
役
割
り
の

木
常
任
委
員
長
も
務
め
ま
し
た
。

収
入
役
に
選
任
さ
れ
た
成
田
氏

は
、
昭
和
二
十
四
年
、
旧
脇
元
村

三
村
合
併
後
も
議
会
事
務
局
長
や

税
務
課
長
等
を
務
め
た
。
昭
和
四

十
六
年
に
退
職
後
は
、
村
議
会
議

員
と
し
て
活
躍
し
三
期
目
。
そ
の

間
、
監
査
委
員
、
総
務
常
任
委
員

私
の
預
か
る
金
庫
は
、
村
民

全
体
の
金
庫
で
あ
り
、
皆
さ
ん

の
福
祉
に
つ
な
が
る
金
庫
で
あ

り
ま
す
の
で
、
正
確
に
処
理
し

こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ん
の
ご
指

導
に
感
謝
し
、
今
後

一
層
の
ご

鞭
撻
を
お
願
い
し
て
就
任
の
ご

村
議
会
第
二
回
定
例
会
は
、
六

月
二
十

一
日
開
会
し
、
六
月
二
十

五
日
閉
会
し
ま
し
た
が
、
開
会
に

当
た
っ
て
二
重
貢
村
長
は
、
「発
想

の
転
換
に
よ
る
産
業
振
興
と
、
地

域
住
民
の
幸
せ
」
に
つ
い
て
と
り

あ
げ
、
「市
浦
村
発
展
の
原
点
は
、

な
に
か
を
探
究
す
べ
き
時
に
至

っ

て
お
り
、
理
屈
を
な
ら
べ
て
い
る

時
で
は
な
い
。
住
民

一
人

一
人
の

旺
盛
な
自
治
意
識
を
高
め
、
活
力

あ
る
世
論
形
成
を
す
る
努
力
が
な

さ
れ
る
な
ら
ば
、
必
ず
目
標
は
達

成
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

地
域
住
民
の
幸
せ
を
よ
り
広
く

よ
り
高
く
、
よ
り
早
く
実
現
す
る

る
私
の
信
念
で
あ
り
、
そ
の
実
現

を
は
か
る
政
策
を
強
力
に
実
施
し

の

一
端
を
述
べ
、
豊
か
で
活
力
の

地
域
振
興
対
策
の
特
別
予
算
を
計

上
し
た
。
と
そ
の
意
欲
を
表
明
し

■
追
加
補
正
さ
れ
た
主
な
予
算
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
地
震
災
害
復
旧
費

一
千
八
百
四

拾
万
円
。
▽
地
域
振
興
対
策
費

五
百
万
円
。
▽
五
月
女
慈
駐
車

場
整
備
費
百
八
十
五
万
円
。
▽

議
員
共
済
組
合
負
担
金
二
百
十

ン
プ
車
庫
、
道
路
事
業
費
二
百

万
円
。
▽
中
島
公
園
整
備
発
堀

調
査
委
託
費
二
百
万
円
。

今
日
ま
で
、
村
議
会
議
員
と

し
て
、
村
民
の
声
を
行
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
努
力
を
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
去
る
五
月
二
十

八
日
の
村
臨
時
議
会
で
助
役
に

選
任
さ
れ
、
五
月
二
十
日
就
任

こ
れ
か
ら
は
、
二
重
村
長
の

補
佐
役
と
し
て
村
の
行
政
に
当

村
長
の
施
策
を
体
し
、
「村
民

と
の
対
話
」
に
心
が
け
、
地
方

る
お
い
と
ま
と
ま
り
の
あ
る
村

づ
く
り
を
進
め
た
い
と
思

っ
て

村
民
各
位
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
就
任

6月定例議会

39,200千円を追加補正
村長が「ふるさとづくり」を力説
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敗
り
、
決
勝
へ
と
コ
マ
を
進
め
ま

開
会
式
で
部
活
奨
励
賞
を
受
賞

し
、
気
を
よ
く
し
て
い
た
相
内
分

校
野
球
部
は
、
三
沢
高
校
を
敗

っ

勝
で
は
書
工
を
１３
１
２
で
敗
り
、

三
度
目
の
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

同
野
球
部
は
、
八
月
十
二
日
か

れ
る
全
国
大
会
に
、
青
森
県
代
表

と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な

っ
て

お
り
、
体
を
体
め
る
間
も
な
く
日

が
沈
む
ま
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま

金
木
高
校
相
内
分
校

″根
性
野
球
″
で
優
勝

創
立
３０
周
年
に
花
添
え
る

第
二
十
三
回
県
高
校
定
通
制
総
　
　
　
十
九
日
の
開
会
式
で
は
、
同
校
　
　
の
で
、
こ
と
し
は
、
相
内
分
校
軟

体
は
六
月
十
九
、
二
十
の
両
日
青
　
　
に
、
ニ
ツ
森
重
志
県
教
育
長
か
ら
　
　
式
野
球
部
と
南
郷
高
校
女
子
ソ
フ

森
市
安
田
の
県
民
体
育
館
を
主
会
　
　
第
四
回
県
高
校
運
動
部
活
動
奨
励
　
　
ト
ボ
ー
ル
部
が
受
賞
し
、
定
時
制

場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
賞
が
、
同
校
代
表
の
沢
田
清
文
選
　
　
高
校
と
し
て
は
、
同
分
校
が
初
め

今
大
会
に
は
、
県
内
か
ら
二
十
　
　
手

（三
年
）
の
手
に
し
っ
か
り
手
　
　
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

二
校
が
参
加
し
、
市
浦
村
か
ら
は
　
　
渡
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
競
技
で
は
、
卓
球
が
青
工
に

一

金
木
高
校
相
内
分
校

（須
藤
安

一　
　
　
部
活
奨
励
賞
は
、
小
規
模
校
や
　
　
回
戦
で
敗
れ
た
も
の
の
、
軟
式
野

教
頭

。
生
徒
数
二
十
五
人
）
の
野
　
　
へ
き
地
校
で
地
道
な
努
力
を
重
ね
　
　
球
は
北
斗
を
３
１
２
で
下
し
、
準

球
部
と
卓
球
部
が
出
場
し
ま
し
た
。
　

て
い
る
ク
ラ
ブ
に
与
え
ら
れ
る
も
　
　
決
勝
で
は
三
沢
高
校
を
５
１
４
で

次
は
全
国
大
会
だ

▼
総
務
課
長

（民
生
課
長
）
三
上

常
一
▼
企
画
財
政
課
長

（相
内
保

育
所
長
）
高
松
隆
三
▼
民
生
課
長

（収
入
役
職
務
代
理
）
高
橋
精

一

▼
経
済
課
長

⌒税
政
係
長
）
松
江

幸
勝
▼
十
二
出
張
所
長

⌒脇
元
保

育
所
長
）
川
口
定
雄
▼
相
内
保
育

所
長

⌒企
画
室
長
）
葛
西
安
十
郎

▼
教
育
次
長

（十
二
出
張
所
長
心

得
）下
山
時
敏
▼
経
済
課
主
管
（総

務
課
長
）
和
鳴
定
義
▼
企
画
財
政

課
主
管

（経
済
課
長
）
三
和
貞
三

▼
総
務
課
主
管

⌒十
二
保
育
所
長
）

小
倉
銀

一
▼
民
生
課
主
管

⌒民
生

係
長
）
佐
藤
哲
也
▼
行
政
係
長
（財

政
係
長
）
鳴
海
文
保
▼
財
政
係
長

（農
委
係
長
）
安
保
隆
悦
▼
企
画

係
長

（教
育
次
長
心
得
）
桑
野
邦

夫
▼
健
康
管
理
係
長

（農
政
係
長
）

鳴
海
尚
志
▼
民
生
係
長

（保
健
衛

生
係
長
）
三
和
省
勝
▼
民
生
課
係

長
待
遇

（海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
）

自
川
隆
治
▼
農
林
商
工
係
長

（建

築
係
長
）
中
居
松
男
▼
振
興
係
長

（企
画
係
長
）
長
利
勝
雄
▼
農
業

共
済
係
長

（畜
政
係
長
）
佐
藤
悦

男
▼
建
設
係
長

（行
政
係
長
）
古

川
徹
▼
散
委
学
務
係
長

（農
業
共

済
係
長
）
山
内
守
栄
▼
農
委
係
長

⌒経
済
課
主
事
）
三
和
徳
衛
▼
社

会
教
育
係
長

（民
生
課
主
事
）
成

田
義
正
▼
脇
元
出
張
所
長
心
得

（総
務
課
主
事
）
村
山
正
臣
▼
脇

元
保
育
所
長
心
得

（脇
元
保
給
食

婦
）
松
橋
よ
し
ゑ
▼
十
二
保
育
所

長
心
得

（相
内
保
主
任
保
母
）
高

橋
浩
子
▼
十
三
保
主
任
保
母

（脇

元
保
主
任
保
母
）
桑
野
尚
子
▼
脇

元
保
主
任
保
母

（十
二
同
主
任
保

母
）
長
利
友
子
▼
相
内
保
主
任
保

母

（相
内
同
保
母
）
大
沢
ふ
み
子

▼
出
納
室
主
事

（民
生
課
主
事
）

棟
方
ゆ
う
子
▼
総
務
課
主
事
補

⌒教
委
主
事
補
）
葛
西
達
也
▼
診

療
所

（出
納
室
主
事
）
佐
野
川
ツ

ル
▼
総
務
課
運
転
技
能
員

（育
成

セ
ン
タ
ー
）
新
岡
新
光
、
武
田
義

光
▼
育
成
セ
ン
タ
ー
同

（総
務
課
）

秋
田
谷
多
喜
郎
、
岡
本
隆
雄
▼
相

内
小
給
食
婦

（脇
元
小
同
）
柏
谷

マ
ツ
エ
▼
脇
元
小
同

（市
浦
中
同
）

吉
田
タ
ケ
、
▼
同

（同
）
工
藤
容

子
▼
十
三
小
同

（相
内
小
同
）
吉

田
キ
ミ
▼
同

（
相
内
小
用
務
員
）

三
和
チ
ョ
エ
▼
市
浦
中
同

（太
田

小
用
務
員
）奈
良

ハ
ル
エ
▼
同
（十

三
小
同
）
安
田
喜
美
代
▼
同

（市

浦
中
同
）
佐
藤
ヤ
イ
▼
同

⌒十
二

小
給
食
婦
）
亀
田
カ
ツ
イ
▼
相
内

保
同

（脇
元
水
同
）
秋
田
谷
い
き

▼
十
二
保
同

（相
内
保
同
）
渡
辺

ゆ
き
子
▼
脇
元
保
同

（十
二
保
同
）

豊
島
サ
チ
▼
役
場
用
務
員

（十
三

保
用
務
員
）
浜
田
郁
子
▼
相
内
小

同

（市
浦
中
給
食
婦
）
工
藤
良
子

▼
市
浦
中
同

（役
場
用
務
員
）
山

田
春
美
▼
十
二
保
同

（相
内
保
同
）

湊

い
ず
み
▼
相
内
保
同

（市
浦
中

相
内
分
校
創
立
二
十
周
年

の
記
念
す
べ
き
年
に
、
定
時

制
高
校
で
は
初
め
て
と
い
う
、

部
活
奨
励
賞
の
受
賞
に
輝
き
、

夢
で
あ

っ
た
優
勝
も
手
に
す

れ
し
い
。
全
生
徒
数
二
十
五

人
と
い
う
小
規
模
高
校
で
も

る
ん
だ
ノ
と
い
う
自
信
と
、

ぞ
れ
の
立
場
で

一
生
け
ん
め

の
全
国
大
会
に
標
準
を
合
わ

全
国
高
校
定
通
制
総
体
で
ベ

ス
ト
８
に
入
っ
た
実
績
も
あ

ム
プ
レ
ー
に
徹
し
て
が
ん
ば
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こ
う

■

７

ｏ

嗜
“
は
ね

石
仏
と
骨
が
め
　
　
　
　
　
蝕
さ
れ
て
い
る
の
が
市
浦
村
の

け』中］『『一っ̈］̈』　　一̈ののをの一一一̈一̈一』一。

も
い
い
ま
す
）。
何
か
沈
思
黙
考

思
わ
せ
ま
す
。
微
笑
さ
え
浮
ベ

出
土
場
所
は
、
桂
川
と
太
田

川
の
合
流
す
る
俗
称
中
崎

（四

軒
家
向
い
）
の
長
谷
寺
跡
と
村

勢
要
覧

「し
う
ら
只

一
九
七
九

年
版
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
谷
寺
も
十
三
千
坊
の

一
寺

で
、
津
軽
の
古
文
書

「本
藩
通

観
録
」
の
初
巻
に
そ
の
名
を
銘

し
て
い
る
古
刹
で
禅
林
寺
址
の

近
く
で
す
。
島
津
製
材
所
附
近

そ
の
ほ
か
こ
の
寺
跡
か
ら
は

骨
が
め
も
出
土
し
、
人
骨
や
大

き
な
礎
石
ら
し
い
も
の
も
出
た

そ
う
で
、
骨
が
め
は
お
そ
ら
く

庵
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

眼
に
つ
き
ま
せ
ん
で
残
念
で
す
。

石
仏
は
も
と
、
同
庵
境
内
に

盗
難
を
お
そ
れ
た
語
部
婆
さ
ん

が
現
在
位
置
に
移
置
し
て
守

っ

北
海
生
ま
れ

の
本
像

「
こ
れ
は
あ
ま
り
宣
伝
し
な

婆
さ
ん
は
、
私
が
び

っ
く
り
す

「何
年
ご
ろ
だ

っ
た
か
、
北

海
道
の
小
樽
に
銀
行
を
建
築
す

る
こ
と
に
な
り
、
整
地
を
し
て

い
た
と
こ
ろ
木
像
が
出
土
し
た
。

そ
の
木
像
は
津
軽
十
三
湊
の
安

倍
の
殿
様
の
誰
か
だ

っ
た
。
そ

の
本
像
が
こ
こ
に
あ
る
ん
で
す
」。

っ
た
と
い
う
よ
う
な
動
作
を
し

「
い
や
、
そ
れ
は
ぜ
ひ
拝
ま

く
さ
り
十
三
湊
安
倍
氏
と
北
海

道
の
関
係
を
し
ゃ
べ
っ
て
拝
観

を
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、

こ
の
木
像
に

「北
海
生
ま
れ
の

安
倍
様
」
と
名
づ
け
親
に
な
り

た
い
気
持
ち
に
か
ら
れ
ま
し
た
。

故
郷
に
帰
っ
た
安
倍
様

っ
た
安
倍
様
で
す
。

安
倍
様

の
木
像

高
さ
十
三
セ
ン
チ
位
の
武
者

木
像
で
、
遠
い
自
分
の
先
祖
に

め
ぐ
り
逢

っ
た
よ
う
な
親
し
み

を
党
え
ま
す
。
①
の
山
王
坊
出

土
の
観
音
様
と
同
じ
厨
子
に
と

て
も
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。
よ
く
よ
く
拝
し
ま
す
と
、

全
体
と
し
て
の
感
じ
は
若
々
し

い
よ
う
で
す
が
、
顔
の
表
情
は

何
と
な
く
苦
悩
に
満
ち
て
い
る

よ
う
で
、
嘉
吉
三
年
に
南
部
戦

に
敗
北
し
た
安
倍
盛
季
の
悲
痛

な
心
境
を
ひ
し
ひ
じ
と
感
じ
さ

せ
ら
れ
、
断
腸
の
思
い
で
シ
ャ

④

つ
　
の
　
部

使
え
る
人
よ
り
使
る
者
ァ
涙
三

粒
余
計
こ
ぼ
す
　
人
を
使
う
に
は

苦
労
が
多
く
、
決
し
て
楽
で
は
な

使
な
い
鍬
績
び
る
　
人
の
頭
脳

は
使
わ
な
け
れ
ば
鈍
る
こ
と
の
た

漱
静
熟
は
職
つ
て
れ
ば
お
る

「暉
を
す
れ
ば
影
」
と
同
じ
。
津

軽
人
の
抜
け
目
な
く
、
実
利
的
、

活
動
的
な
性
格
を
い
っ
た
こ
と
ば
。

来
れ
ば
津
軽
衆
。

津
軽
雁
立
ぢ
犬
は
だ
し
　
津
軽

に
は

一
人
が
座
を
立
つ
と
、
皆
そ

れ
に
な
ら
っ
て
座
を
立

っ
て
し
ま

付っき
争
い
だ
ば
家ぇ
コ
も
静
ぐ

義
理
の
つ
ら
さ
を
い
う
。

潔
傷
抑
め
れ
ば
寿
留
気。す
る

つ
け
も
の
の
味
を
ほ
め
る
こ
と
は
、

主
婦
そ
の
も
の
の
味
が
よ
い
と
い

粒
は
小
さ
く
て
も
山
椒
は
辛
い

が
鋭
く
、
ま
た
す
ぐ
れ
て
い
て
、

「参
考
」
山
椒
は
小
粒
も
辛
い
。
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冷
凍
食
品
囲
旧
田
幽
□

家
庭
用
冷
凍
庫
で
は

二
～
三
か
月
が
限
度

う

わ

け

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

冷

凍

〈
上

手

な

保

存

方

法

〉

買

っ
て
す

ぐ

解

凍

・
調

理

す

る

食

品

の

ほ

か

は

、

直

ち

に
冷

凍

庫

第
六
四
回
商
工
会
珠
算
検
定
試
験
は
、
六
月
四
日
村
内
各
小
学
校

で

一
斉
に
行
わ
れ
、
受
験
者
数
六
十
五
名
の
う
ち
二
十
五
名
が
合
格

:

佐
藤
香
織
、
奈
良
美
賀
子

（市
浦

野
聡
子

（脇
元
小
）

洋

（
辻
分
珠
算
塾
）
二
上
智
美

豪
美
、
下
澤
卓
司
、
九
山
信
彦
、

小
｝

八
級
　
八
木
沢
直
子
、
浜
田

　

　

（
哺

「躊ｒ一刹馨』一（（計狂珠ノ‐、貯　　　（脚

囀

′‐ヽ ）
「
良
千
恵
子
、工
藤
昌
子
（太

ご
嬉

勉

（
五
所
川
原
）

洋
子
　

（磯
　
松
）

編
集
室
か
ら

津
七
港
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
、
繁

〈
日
付
の
記
入
で

ム
ダ
な
く
使
え
ま
す
〉

冷
凍
庫
に
入
れ
た
日
付
を
ラ
ベ

ル
な
ど
に
記
入
し
、
冷
凍
食
品
に

張

っ
て
お
く
と
、
古
い
物
か
ら
順

す
。
再
冷
凍
し
た
冷
凍
食
品

最
近
の
冷
凍
庫
に
は
、
急
速
冷

い
っ
た
ん
解
凍
し
た
冷
凍
食
品
を

の
で
す
。
再
冷
凍
す
る
と
、
食
品

（帥剛由隷魏
（７ｉ（け川」一

（佐′Ｊ、書木秘雌　一動　師一

（』』　轟蔵　一嶼　剌一

（′‐ヽ有酬い御〔　一舛　に一

（′‐ヽ佐噸内畔嗜　一椰　鶴一

（規轟　昭細
（（五鰤川崎一

（蒔籐恵報確　一は　剌一

（同椰ミ『鰤　一動　』一

∩
旧

∪

成
田
　
秀
雄

　

（相
内
）
６８
歳

和
嶋
喜
代
志

　

（磯
松
）
５６
歳

佐
々
木
清

一
　

（磯
松
）
５９
歳

小
野
　
光
盛

　

（磯
松
）
４６
歳

▽
九
級
　
白
川
飲
靖
（浦
田
塾
）

さ
お
り
、
自
川
知
緒
子
、
岩
館
絵

■
次
回
の
検
定
試
験
日
は
、
十

一

菖
西
　
勇
二

（脇
元
）
幸

恒
吉
　
　
恵

（磯
松
）

徹

中
井
　
華
恵

（十
〓
．）
育

浜
田
　
祐
樹

（卜
■
）
和

詢

お
壁

捏1會
木
蝙


